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結合したものの二つを挙げているDが， われわれの石油化学コ γ ヒナートはこ
れより発展段階の高いものである。コ γピナ トに関する研究で名高いイ・プ
リューミ γは，コ Yピナートを， (1) I原料加工の連続せる諸段階の結合の上に
基礎を置いたコンピナートJ，(2) I廃物利用に基づくコ γピナ トJ，および(3)
「原料の綜合的利用に基礎を置いたコンビナート」と，その発展順に三つを挙
げているヘわれわれは現在の石油化学コンビナートが， イ・プリ A ーミンの
コyピナート形態の(3)の規定，すなわち原料綜合利用コンビナートという最高
に発展した典型的なコンヒナートであることを見るであろう。
日 ν ニ γ 『帝国主義j (岩技士庫】 31ベー ジ内
2) イ プリユー ミン『多角形企業論j1934，松崎勉主之郎訳， 91-93へーミλ241ベー ジB 尤もプリ
ユー ミン比 (11と(3)を宇?段階とし， (討を両段階の日昂渡的な段階」としている。
コソピナー トの技荷構造 (493) 67 
以上のフローシートの結合という概念の上に積み重ねて，わたしは第二とし
て， コγピナートを労働手段の側面から見ていく。すなわち，フローシー「を

























































4) 渡辺徳二『石油化学工業JI1966， 2へ ヅピ
5) 近藤完一民は，使用原料によって，止のようにタイプ別けしている。
①アメリヵ型 天然ガス，石油精製ガスを中心とする。曲目木イギリス型 ほとんど100




6) 平川芳章繍『石油化学の実際知識~ 19田， 25ベー タ.





































70 (岨6) 第 108巻第6号
溜分はそれぞれの誘導品合成部門へjきられ，それぞれが図のようにさらに多様
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72 (498) 措 108巻第6号





























コンビナ トの桂樹構造 (499) 73 
表 1 芳香族の原料転換
生産方式 33 年 :;7 40 42 44 
石油化学 22% 50 G6 72 83 
従未化学 78% 50 44 28 17 





















9) 近藤完ー前抱書， 406へー ジ。なおアγモヱアの原料転壊にワいては，たとえば中村忠 1日
本の化学コンビナー トJ1962. 23-38ペー ジなど書照。










































































11) 野口雄一郎「臼木化学工業の再編成J ，化学経済I1966. 8月号， 5 へ -~/o
12) 近藤完ー ，前掲書.430ベク.





生産方法 33年 37 40 42 
石油化学 。% 。 19 24 
塩化 従来化学 100% 1日 81 76 
ピニル
生産量(幸芳 91，609 303，503 482，973 697，967 
石油化宇 8% 49 56 67 
アンモ 従来化学 92% 51 44 33 
ニ 7





















































サイクノレを結ぶようになることから，われわれは石油化学コ Y ピナ トとは従
来化学工業のコンビナ }をその中に技術的に再編成して組み込んだものと考
13) F化学経済Jl1970， 6月号， 77へー ジ@
14) 中村忠一，前掲書， 2ペー ジ。
























































































17) K マルクス『資本論』第1巻第13章， 623ベー タ〔長谷部訳〉。




























18) K マルグス，前掲書， 620ベーシ以下番照叫
19) 単純協業形態は全くないわけではなし たとえば図 10におけるナフザ分解炉は12基備えられ



























¥規模(万トン/年) 10 2日 30 
比例費
原 料 。 。






労 務 -0.2 -0.4 
イ賞 却(設備) -1.5 -2.0 




償 却(技術料) -0.2 0.3 
金 手日 目立 -1.1 4、 計 -5.2 












































日本石油化学(JiI 崎) 20 5、5、10
束燃石油化学(11 崎) 20.5 9.5、11
大協和石油化学(四日市) 4.13 4.13 
丸善石油化学(千 業) 44.4 4.4、10、30
化成水島(水 島) 16 6、10
出光石油化学(徳 山) 30 10、20
ニ井石油化学(千 葉) 12 12 
住友千葉化学(千 葉) 42 12、羽
鶴崎誠l 化(大 分) 15 15 
浮島石油化学(11 崎) 30 30 
大阪石油化学(堺、泉北) 30 30 
水島エチレン(水 島) :io 30 









むしろ揖棋の比較の重要性は，個々の zチレソ生産設備の規模にある〈近藤完ー ， 前損害， 198 
ヘジ)，J
84 (510) 第108巻第6号
三菱油化，日本七油化学などの最初白プヲ y トは表 6に見るように，それぞ
れ 2.4， 1.63， 2.2， 5万トンと現在から見ればいずれも小規模であれ実際に
供給しえた品チレン畳も昭和35年まではそれぞれ 1~2.5万ト γ どまりであった。
しかしその後の10年聞の装置体系白規模の巨大化・大型化は飛躍的であり，ナ
フサ・グラヅカ の設置規模標準はお年に 4万ト:/， 39年から40年にかけて10





















なお'ナプサの組細江成は大蛸次の通りである.(…寸プ回ヒピ@νン 1口7~1国8j弘4 B-B溜分 1叩0%
分解抽出"'24%
才フガスその他-15，..;20%
























場合， それが“Automat"になることを示したが， さらにそれがコ Y ピナー
Z6) ちなみに，わが園町石油化学工業の生産高は昭和45年度には 1兆円を ζし，それは生産を開拍
した昭和33年の生産高に比較しで実に106官に相当する(日本経済新聞， 1971. 4月18日付)。
27) W現代日本産業講座 (N)~ 1959， 10へー ジ参問。
28) 林，渡辺『日本の化学工業(第三版)~ 1968， 41ぺ人
86 (512) 第 108巻第6号
トの規模において行われたものを示 図ー 1 ユーティリティの集中・共同化
すのが図 11である。電気，蒸気，
工業用水などを含めて「用役〔ユー












































































ピナ 卜 O~枠を越え C両点。コ Y ピナート〔ナフサ分解剖i門〕から原料溜分り供
給を受けているものがある(図中の①~⑦0企業〕。
また千葉地区には東京湾に沿って北の方から順に，九善石油化学コ γピナ

























なおコ Y ピナート間結合において，今述べた例のようにコ yピナート同士が
地理的に近い場合は相互にパイプ結合されたが，それが不可能な場合はエチレ
ンタ γヵー，タ γクローリーなどの運搬手段がとられる。その一例が，東京湾
をはさんでの住友千葉化学t千葉〕と東燃石油化学ω|崎〕り，あるいは三井石油
化学く千葉〉と日本石油化学(J1l崎〉の各コンビナート聞の関連である。海上輸送
手段による束京湾をはさんでのこれらコ yピナ ト群は一括して「東京湾コン
ピナート」ともよばれている。
